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小
池
新
知
事
体
制
に
な
っ
て
初

め
て
の
第
３
回
定
例
都
議
会
が
、

９
月
28
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

東
京
社
保
協
は
、
「
子
育
て
支

援
の
た
め
、
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
拡
充
と
子
ど
も
の
保
険
料
軽
減

を
求
め
る
」
都
議
会
に
向
け
た
陳

情
を
、
東
京
地
評
・
東
京
土
建
・

東
京
保
険
医
協
会
な
ど
９
団
体
で

取
り
組
ん
だ
陳
情
署
名
（
８
月
24

日
現
在
、
３
８
、
５
８
２
筆
集
約
）

を
添
え
て
東
京
都
議
会
に
提
出
し

て
い
ま
す
。

都
議
会
開
会
に
先
立
ち
、
９
月

26
日
13
時
か
ら
厚
生
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
私
た
ち
の
陳
情
が
審
議

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
社
保
協
は
、
陳
情
の
採
択

を
め
ざ
し
、
東
京
保
険
医
協
会
や

東
京
民
医
連
会
な
ど
と
共
同
し
て
、

８
月
23
日
に
は
民
進
党
都
議
団
の

宮
瀬
英
治
都
議
に
要
請
を
行
い
、

陳
情
に
賛
成
す
る
と
の
回
答
を
得

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
９
月
１
日

に
は
公
明
党
、
９
月
７
日
に
は
共

産
党
都
議
団
や
都
議
会
民
進
党
、

か
か
や
け
東
京
な
ど
に
要
請
を
行

う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

第
30
回
日
本
高
齢
者
大
会
が
、
８
月
28
日
（
大
正
大

学
・
分
科
会
）
か
ら
29
日
（
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
全
体

会
）
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
９
０
０
０
人
を

大
き
く
超
え
る
参
加
で
大
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

第
１
日
目
の
学
習
講
座
・
分
科
会
等
に
は
４
０
２
８

人
が
参
集
し
、
学
習
と
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
2
日

目
の
全
体
会
は
、
５
０
０
０
人
を
超
え
る
会
場
い
っ
ぱ

い
の
参
加
者
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

と
の
連
携
な
ど
、
高
齢
期
運
動
も
新
し
い
共
闘
や
共
同

が
で
き
る
時
代
に
入
っ
た
こ
と
を
実
感
で
き
る
大
会
に

な
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、
こ
の
共
同
を
さ
ら
に
地
域
で

広
げ
て
い
く
こ
と
を
提
起
し
ま
し
た
。

野
党
統
一
候
補
と
し
て
都
知
事
選
で
奮
闘
し
た
、
鳥

越
俊
太
郎
さ
ん
が
記
念
講
演
を
行
い
、
「
高
齢
者
の
尊

厳
と
く
ら
し
を
守
り
、
社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
る
」

決
議
を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
次
回
大
会
は
「
沖
縄
・
辺
野
古
、
高
江
で

の
た
た
か
い
を
全
国
に
広
げ
よ
う
」
と
沖
縄
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。



小
平
社
保
協
は
７
月
28
日
、
第

17
回
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

都
知
事
選
の
投
票
日
を
間
近
に

ひ
か
え
、
同
時
刻
に
鳥
越
候
補
の

個
人
演
説
会
が
開
か
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
総
会
は
役
員
団
体
か
ら
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
東
京
社
保
協
の
寺
川

事
務
局
長
の
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
記
念
講
演
は
「
日
常
診
療
か

ら
見
え
て
く
る
医
療
現
場
の
実
態

と
今
後
、
求
め
ら
れ
る
地
域
医
療

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
み
そ

の
診
療
所
の
樋
口
事
務
長
が
行
い

ま
し
た
。

総
会
は
、
東
京
社
保
協
の
総
会

方
針
の
実
践
を
基
本
に
、
以
下
の

４
つ
の
課
題
を
議
論
し
決
定
し
ま

し
た
。
①
小
平
社
保
協
は
市
民
が

「
貧
困
と
孤
立
」
に
陥
ら
な
い
地

域
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。
②
小
平
社
保
協

は
、
国
の
国
保
税
軽
減
の
財
政
支

援
を
活
用
し
て
国
保
税
引
き
下
げ
、

子
ど
も
の
均
等
割
額
の
軽
減
措
置

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
③
介
護

保
険
の
連
続
改
悪
に
抗
し
、
小
平

社
保
協
が
地
域
か
ら
立
ち
向
か
う

た
め
に
④
年
金
引
き
下
げ
を
許
さ

ず
、
最
低
保
障
年
金
制
度
の
確
立

に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

総
会
は
、
新
役
員
を
選
出
し
東

京
社
保
協
に
団
結
し
、
小
平
地
域

か
ら
の
社
保
協
運
動
の
盛
り
上
げ

を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

早
速
、
総
会
方
針
の
実
践
と
し

て
、
８
月
25
日
に
小
平
市
と
介
護

保
険
に
関
す
る
懇
談
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

（
末
廣

進

事
務
局
長
）

世
田
谷
社
保
協
は
７
月
22
日
、

世
田
谷
区
に
対
し
て
、
特
養
ホ
ー

ム
の
待
機
者
解
消
や
「
新
総
合
事

業
」
の
適
正
運
営
と
充
実
、
保
健
・

医
療
の
拡
充
、
国
保
の
子
ど
も
保

険
料
（
均
等
割
）
の
無
料
化
な
ど

「
世
田
谷
区
の
福
祉
・
介
護
・
保

健
・
医
療
の
拡
充
を
求
め
る
」
要

求
書
を
提
出
し
、
８
月
25
日
ま
で

に
回
答
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
７
月
29
日
に
区
に

対
し
て
「
世
田
谷
区
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
Ｑ
＆
Ａ
」

へ
の
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
世
田
谷

社
保
協
の
介
護
改
善
要
望
に
対
す

る
世
田
谷
区
の
回
答
や
、
区
議
会

で
の
質
疑
、
他
自
治
体
の
取
り
組

み
や
厚
労
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

踏
ま
え
、
区
が
作
成
し
た
「
総
合

事
業
Ｑ
＆
Ａ
」
に
、
世
田
谷
社
保

協
と
し
て
、
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス

維
持
の
た
め
の
11
項
目
に
及
ぶ
要

求
を
提
出
し
た
も
の
で
す
。

世
田
谷
区
の
新
総
合
事
業
は
、

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
、

訪
問
型
事
業
所
数
は
２
７
７
ヶ
所

で
、
そ
の
内
緩
和
さ
れ
た
サ
ー
ビ

ス
Ａ
を
実
施
す
る
た
め
に
「
み
な

し
指
定
｝
さ
れ
た
事
業
所
が
２
６

２
ヶ
所
で
す
が
、
実
際
に
サ
ー
ビ

ス
Ａ
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
は
１

３
４
ヶ
所
（
48
％
）
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
所
型
で
は

総
事
業
所
数
が
２
５
５
ヶ
所
、
そ

の
内
「
み
な
し
指
定
」
が
２
３
１
ヶ

所
、
サ
ー
ビ
ス
Ａ
実
施
事
業
所
は

２
８
ヶ
所
（
11
％
）
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
㊟
サ
ー
ビ
ス
Ａ
は
１

回
の
単
価
が
現
行
の
83
％
相
当
で
、

身
体
介
護
や
入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
な
い
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

と
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、

登
録
者
２
１
１
名
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

実
施
件
数
は
、
４
月
32
件
、
５
月

39
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
森
永

伊
紀

事
務
局
次
長
）

介
護
保
険
制
度
の
「
改
正
」
に

よ
り
、
要
支
援
者
を
対
象
と
し
た
、

訪
問
介
護
と
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
自
治
体
の
地
域
支
援
事
業
に
順

次
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
で
は
23
区
中
21
区
、
多
摩
で

は
12
市
で
新
総
合
事
業
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
地
域
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
の
実
施
状
況
と

問
題
点
、
こ
れ
か
ら
開
始
す
る
自

治
体
の
準
備
状
況
な
ど
に
つ
い
て

の
報
告
と
交
流
を
行
う
、
「
介
護

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
10
月
１
日
13
時

か
ら
に
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
ご
一
緒
に
対
策
を
考

え
ま
し
ょ
う
。
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舛
添
前
知
事
が
、
公
私
混
同
と
政
治
資
金
不
正
使

用
問
題
で
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
う
東
京
都
知
事
選
挙

は
、
７
月
31
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
、
野
党
統
一
と

市
民
に
よ
る
候
補
と
し
て
た
た
か
っ
た
で
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
鳥
越
俊
太
郎
さ
ん
は
１
３
４
万
票
余
を
獲

得
す
る
な
ど
健
闘
し
ま
し
た
が
当
選
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

当
選
は
、
前
自
民
党
衆
議
院
議
員
の
小
池
百
合
子

氏
で
安
倍
与
党
が
推
薦
し
た
増
田
寛
也
氏
は
落
選
し

ま
し
た
。

鳥
越
氏
は
、
参
議
院
選
挙
か
ら
始
ま
っ
た
野
党
共

闘
の
流
れ
の
中
で
、
33
年
ぶ
り
に
野
党
統
一
候
補
と

な
り
、
「
都
民
の
声
を
聞
く
」
姿
勢
を
を
貫
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
大
型
開
発
優
先
の
都
政
を
変
え
る
た
め

に
奮
闘
し
ま
し
た
。

東
京
社
保
協
は
、
常
任
幹
事
会
と
し
て
鳥
越
俊
太

郎
氏
の
推
薦
を
「
革
新
都
政
の
実
現
を
め
ざ
す
労
働

者
連
絡
会
」
を
通
じ
て
「
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
」

に
決
定
を
通
知
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
加
盟
団
体
・

地
域
社
保
協
に
も
「
東
京
社
保
協
と
し
て
の
東
京
都

知
事
選
挙
へ
の
対
応
」
の

文
書
を
送
付
し
、
可
能
な

団
体
・
地
域
で
の
推
薦
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

当
選
し
た
小
池
知
事
は

８
月
２
日
、
大
日
本
帝
国

憲
法
の
復
活
を
求
め
る
請

願
の
紹
介
議
員
と
な
り
、

「
従
軍
慰
安
婦
の
強
制
連

行
は
な
か
っ
た
」
等
と
主
張
す
る
元
都
議
会
議
員
の

野
田
数
氏
を
特
別
秘
書
に
任
命
す
る
な
ど
、
早
く
も

タ
カ
派
の
片
鱗
を
見
せ
て
お
り
、
警
戒
が
必
要
で
す
。

東
京
社
保
協
は
引
き
続
き
、
貧
困
と
格
差
拡
大
か

ら
都
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
を
守
る
都
政
の
実
現
を
め

ざ
し
、
憲
法
を
守
り
、
社
会
保
障
の
充
実
を
め
ざ
す

運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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